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   ＜研究部門＞ 
「放射性炭素の大気放出と環境中移行に関する総合的研究」 

 

 
業 績 
放射性炭素（14C）は、核燃料サイクルに起因する公衆の被ばく線量評価において最も重要な

核種である。アジア地域において原子力開発が急速に進展する中で、14Cの原子力施設からの放

出実態（量や化学形態）とその後の環境中移行の解明及びそれに基づく環境影響評価手法の確

立が強く求められていた。 

  本研究では、14Cの放出実態と環境中移行を解明できる様々な研究手法を考案・開発し、東海

再処理施設を対象に包括的な調査を実施した。得られた知見を活用して、国際プロジェクトに

おいて世界初となる 14C環境移行モデルの開発・検証研究を実現した。さらに、核実験起源の 14C

に着目した新しい研究手法を導入することで、14Cの蓄積・循環挙動の詳細な把握に成功した。 

  本研究により、14Cの放出実態と環境中移行の全容が解明され、すべての原子力施設に適用可

能な信頼性の高い環境影響評価手法が確立された。 

  本成果は、世界各国の原子力施設周辺において観測されうる 14C濃度増加に対して、その影響

の評価に科学的根拠を与えるものであり、原子力平和利用の持続的発展に寄与するとともに、

炭素循環研究への応用により気候変動の仕組みの解明に寄与することが期待される。 
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